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設計荷重の算出 建築基準法施行令第８７条第２項 ＜風圧力＞ に従い算出

地表面粗度区分の概略

Ⅰ：海岸沿い

Ⅱ：田畑や住宅が散在している

Ⅲ：通常の市街地

Ⅳ：大都市

設計風圧力
(N/m2)

地表面粗度区分
基準風速
(m/s)

No.

1948Ⅱ
３６

１

1337Ⅲ２

2651Ⅱ
４２

３

1820Ⅲ４

再現期間：50年
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設計荷重の算出 平成１２年 建設省告示第１３５５号＜地震力＞ に従い算出

設計地震力：ＦＤＥ＝ Csi×Ｗ

h 補強コンクリートブロック造の塀の地盤面からの高さ

Csi 補強コンクリートブロック造の塀の地上部分の高さ方向の力の分布を表す係数で、計算しようとする当該

補強コンクリートブロック造の塀の部分の高さに応じて次の式に適合する数値

Csi≧0.3Z(1-hi÷h) 

Z   令第88条第 1 項に規定するＺの数値 （0.7～1.0：危険側の1.0を採用）

hi  補強コンクリートブロック造の塀の地上部分の各部分の地盤面からの高さ

W   補強コンクリートブロック造の塀の固定荷重

メッシュパネルの場合
W：ストーンの単位重量＝10～14ｋN／ｍ３

D＝125ｍｍであるので、
W＝14×0.125＝1.8ｋN／ｍ２

Csi＝ 0.3Z(1-hi÷h) ＝0.3×1.0（1-1.8÷1.8）＝0.3

ＦＤＥ＝ Csi×Ｗ＝0.3×1.8＝0.5ｋN／ｍ２ ＝500N／ｍ２

設計風圧力と設計地震力を比較して
大きい数値で強度検討を行う。
設計風圧力＞設計地震力より、
設計風圧力で強度検討を行う。
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柱の確認 （計算例）

単独使用：No.1（1948N/㎡)

Ｗ＝1948×0.59＝1149(N/m)＝1.15(kN/m)
ＲB＝-ＱB＝ｗ･ｌ

＝1.15×1.835＝2.1(kN)
ＭB＝ｗ･ｌ2／2＝1.15×1.8352／2＝1.936(kNm)＝193600 (Ncm)
Σ＝MB/Zx＝193600/21.9＝8840(N/cm2)

＝88.4(N/mm2)  >  短期許容曲げ応力度 235(N/mm2)  ⇒ 「OK」

連続使用：No.1（1948N/㎡)

Ｗ＝1948×1.18＝2299(N/m)＝2.3(kN/m)
ＲB＝-ＱB＝ｗ･ｌ

＝2.3×1.835＝4.2(kN)
ＭB＝ｗ･ｌ2／2＝2.3×1.8352／2＝3.872(kNm)＝387200 (Ncm)
Σ＝MB/Zx＝387200/21.9＝17680(N/cm2)

＝176.8(N/mm2)  <  短期許容曲げ応力度 235(N/mm2)  ⇒ 「OK」

スパン：1835

スパン：1835

1835

風圧力負担幅
1180

柱の断面性能:
125×50×20×2.3
Ｚ＝21.9(cm3)

風圧力負担幅
590
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柱の確認（まとめ）

判定
発生応力度
(N/mm2)

スパン
(mm)

設計風圧力
(N/m2)

地表面粗度区分
基準風速
(m/s)

Ｎｏ.

ＯＫ70.1

1635

1948Ⅱ
３６

１

ＯＫ48.11337Ⅲ２

ＯＫ95.52651Ⅱ
４２

３

ＯＫ65.51820Ⅲ４

許容曲げ応力度＝235(N/mm2)単独使用（風圧力負担幅：５９０）

判定
発生応力度
(N/mm2)

スパン
(mm)

設計風圧力
(N/m2)

地表面粗度区分
基準風速
(m/s)

Ｎｏ.

ＯＫ88.4

1835

1948Ⅱ
３６

１

ＯＫ60.61337Ⅲ２

ＯＫ120.22651Ⅱ
４２

３

ＯＫ82.61820Ⅲ４

単独使用（風圧力負担幅：５９０）
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柱の確認（まとめ）

判定
発生応力度
(N/mm2)

スパン
(mm)

設計風圧力
(N/m2)

地表面粗度区分
基準風速
(m/s)

Ｎｏ.

ＯＫ140.3

1635

1948Ⅱ
３６

１

ＯＫ96.31337Ⅲ２

ＯＫ190.92651Ⅱ
４２

３

ＯＫ131.11820Ⅲ４

許容曲げ応力度＝235(N/mm2)

判定
発生応力度
(N/mm2)

スパン
(mm)

設計風圧力
(N/m2)

地表面粗度区分
基準風速
(m/s)

Ｎｏ.

ＯＫ176.8

1835

1948Ⅱ
３６

１

ＯＫ121.31337Ⅲ２

ＮＧ240.52651Ⅱ
４２

３

ＯＫ165.11820Ⅲ４

連続使用（風圧力負担幅：５９０）

連続使用（風圧力負担幅：５９０）
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単独使用

450

450

500

設計風圧力：ＦＤＷ＝1948N／㎡

水平力Ｐ＝1948×0.59×1.835＝2109N
曲げモーメントＭ＝2109×0.92＝1940Ｎ・ｍ

Ⅹ

Ｙ

独立基礎

寸法：450×450×500
単位重量γ：23ｋN／ｍ３

重量Ｗ：2.3ｋＮ

独立基礎の確認 （計算例）

風圧力負担幅
590

1835

柱

長さ：1835
単位重量：4.51ｋｇ／ｍ

重量Ｗ：0.1ｋＮ
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基礎の条件
地耐力 （底面）σ1＝98ｋN／㎡×2.0＝196ｋN／㎡ （短期）

（側面）σ2＝196ｋN／㎡×1/3＝65.3ｋN／㎡

自重による抵抗モーメント
ＭＲ１＝W×（0.45/2）＝（2.3＋1.9＋0.1）×0.225＝1.0ｋN・ｍ

地盤による抵抗モーメント
σ’＝ σ2ー（Ｐ／0.45×0.45）＝65.3ー（2.11／0.2）＝56ｋN／㎡
ＭＲ2＝（ σ’ ／2×0.45×0.45）×（2／3×0.5）＝5.9×0.33

＝2.1ｋＮ・ｍ

抵抗モーメントの合計
ＭＲ＝ＭＲ１ ＋ＭＲ2＝1.0＋2.1＝3.1ｋN・ｍ

450

450

500

450

225 225

Ｍ

Ｐ

風圧力による転倒モーメント
ＭW＝Ｍ ＋Ｐ×0.4＝1940 ＋2109×0.5＝1893N・ｍ＝3.0ｋＮ・ｍ

判定
ＭW ＝3.0ｋN・ｍ ＞ ＭＲ＝3.1ｋN・ｍ ＯＫ

独立基礎の確認 （計算例）

W:独立基礎、メッシュパネル、柱の重量
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独立基礎の確認 （まとめ）

深さ
幅×奥行き

（最小）
スパン
(mm)

設計風圧力
(N/m2)

地表面粗度区分
基準風速
(m/s)

Ｎｏ.

500

400×400

1635

1948Ⅱ
３６

１

300×3001337Ⅲ２

500×5002651Ⅱ
４２

３

400×4001820Ⅲ４

単独使用（風圧力負担幅：５９０）

深さ
幅×奥行き

（最小）
スパン
(mm)

設計風圧力
(N/m2)

地表面粗度区分
基準風速
(m/s)

Ｎｏ.

500

450×450

1835

1948Ⅱ
３６

１

350×3501337Ⅲ２

600×6002651Ⅱ
４２

３

450×4501820Ⅲ４

単独使用（風圧力負担幅：５９０）

＊50ｍｍピッチで検討

＊50ｍｍピッチで検討
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独立基礎の確認 （まとめ）

深さ
幅×奥行き

（最小）
スパン
(mm)

設計風圧力
(N/m2)

地表面粗度区分
基準風速
(m/s)

Ｎｏ.

500

650×650

1635

1948Ⅱ
３６

１

500×5001337Ⅲ２

750×7502651Ⅱ
４２

３

600×6001820Ⅲ４

連続使用（風圧力負担幅：１１８０）

深さ
幅×奥行き

（最小）
スパン
(mm)

設計風圧力
(N/m2)

地表面粗度区分
基準風速
(m/s)

Ｎｏ.

500

700×700

1835

1948Ⅱ
３６

１

550×5501337Ⅲ２

850×8502651Ⅱ
４２

３

650×6501820Ⅲ４

連続使用（風圧力負担幅：１１８０）

＊50ｍｍピッチで検討

＊50ｍｍピッチで検討
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独立基礎の確認 （まとめ）

深さ
幅×奥行き

（最小）
スパン
(mm)

設計風圧力
(N/m2)

地表面粗度区分
基準風速
(m/s)

Ｎｏ.

600

550×550

1635

1948Ⅱ
３６

１

400×4001337Ⅲ２

700×7002651Ⅱ
４２

３

550×5501820Ⅲ４

連続使用（風圧力負担幅：１１８０）

深さ
幅×奥行き

（最小）
スパン
(mm)

設計風圧力
(N/m2)

地表面粗度区分
基準風速
(m/s)

Ｎｏ.

600

600×600

1835

1948Ⅱ
３６

１

450×4501337Ⅲ２

750×7502651Ⅱ
４２

３

550×5501820Ⅲ４

連続使用（風圧力負担幅：１１８０）

＊50ｍｍピッチで検討

＊50ｍｍピッチで検討


